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１．研究の背景と達成目標 

我々は、傷害を受けた脳内にバイオマテリアルを供給することで、傷害後に再生したニューロンの移動を促進

し、脳機能を回復させることができることを報告した。本技術を実用化するためには、より優れた足場を開発し、ニ

ューロンの移動促進効果を高める必要があった。本研究では、神経回路網が発達した成体脳においても投与可

能な、低侵襲で移動促進効率がより高い足場材料の開発を目指した。 

２． 主な研究成果と社会、学術へのインパクト 

・脳内投与が容易な超分子ペプチド材料 RADA16(A16G) (以下 mRADA、特願 2020-045109)に N-cadherin 

を組み込んだ新規人工足場材料 Ncad-mRADA を開発した。 

・Ncad-mRADA によるニューロンの移動促進効果を確認した（対 mRADA の約 1.5 倍）。 

・マウスの傷害脳に Ncad-mRADA を注入し、ニューロンの移動・再生・歩行機能の改善促進効果を確認した。 

・研究成果を元に、特許を出願した（特願 2022-34331）。 

・本研究の成果は、脳細胞の移動・再生を促進することによる新しい再生医療の基盤技術として役立つ可能 

性がある。 

・本研究で用いた技術を用いて任意のペプチドと mRADA の融合タンパク質を作製することにより、様々な細 

胞の移動促進技術の開発が可能であると考えられる。 

３．研究成果 

①注入可能で生体内条件下で自己集合してファイバーを形成する人工足場の開発 

脳内に投与できる超分子ペプチド材料mRADAにN-cadherin-FcあるいはN-cadherin を融合タンパク質とし

て発現させたNcad-Fc-mRADAおよびNcad-mRADAによる人工足場を作製した。従来のN-cadherin-Fc を

足場材料に混合する方法と異なり、今回の技術で作製された材料においては、持続的に N-cadherin が足場

に保持されるため、脳内でのニューロンの移動促進効果の向上が期待される。 

②人工足場によるニューロン移動・成熟・脳機能回復の評価 

新たに確立した培養イメージングシステムを用いて、新規に開発した N-cadherin 含有人工足場によるニュー

ロンの移動促進効果を確認した。傷害部位である大脳皮質へ、再現性良く人工足場を注入する技術を確立

した。人工足場を投与された脳組織を解析し、過剰な炎症反応がないことを確認した。mRADA と比較して

Ncad-mRADA を注入した傷害脳では、新生ニューロンの移動が有意に促進された(図１)。移動した細胞は、

傷害組織の中でニューロンとして成熟した。さらに、Ncad-mRADA の投与によって、脳傷害によって低下した
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